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研究開発の成果

平成２９年度採択 自律的自動運転の実現を支える人工知能搭載システムの安全性立証技術の研究開発
株式会社ヴィッツ（愛知県) 主たる技術：情報処理に係る技術

・本研究では人工知能搭載システムを安全に活用するための安全ガイドライン、安全分析手法、
安全対策を実現し、人工知能搭載システムの安全性立証技術を確立する。
・人工知能搭載システムを安全開発できる実証例を示し、本研究成果の製品活用による更な
る国際競争力の向上を実現する。

■SEAMSガイドライン
・AI技術を搭載したシステムの安全性の示し方をガイド。
・想定読者は人工知能を搭載した当該システムの開発者向け。
・手段：機能安全規格への適合方法を提示
–記載範囲：AIに特化した対応事項に限定

•従来の機能安全開発に従うことは記載を省略
–対象製品分野：全て可

•分野（例：自動車）や規格（例：IEC61508,ISO26262）
を問わず、基本的な考え方・設計方法・開発プロセスを整理
•具体的事例は、MaaS、AEBS（自動車,ISO26262）を適用
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